
     第 112 号（平成 30 年 11 月 5 日）

発行／社会福祉法人 野田市社会福祉協議会

    野田市ボランティアセンター

◆開設時間 月曜～金曜 8時30分から17時15分
  〒278‐0003 野田市鶴奉5－1(総合福祉会館内)

TEL 7124－3939  FAX 7124－8883
http://www.nodasyakyo.or.jp

E-mail:noda-vc@nodasyakyo.or.jp

                     

  

鈴々舎馬風

市民ふれあいハートまつり
総合受付では

も行っております。

小 中 学 生
ポスター展

実演・体験の折り紙、ｸﾗﾌﾄ、ﾊﾞﾙｰﾝｱｰﾄ、ちくちく（手芸）では体験時に作った作品はお持ち帰りできます

みんなが・みんなで・みんなのふくし

平成 30年

12月1日(土)

＊平日はボランティアセンターに行けないわ

＊ボランティアに興味はあるけれど…きっかけが

＊日ごろの活動の相談など

お気軽にお越しください！

健康予防体操､ﾊﾜ
ｲｱﾝﾌﾗﾀﾞﾝｽ、ﾊｰﾓﾆｶ
演奏、よさこいｿｰ
ﾗﾝ、ﾏｼﾞｯｸｼｮｰ、ｻｯ
ｸｽ・ﾎﾞﾝｺﾞ演奏等

発 表

文化会館大ホールで同時開催！

販 売

ボランティア相談

野田市社会福祉協議会 検索

縫製製品、ﾊﾟﾝ、お
にぎり、ｸｯｷｰ、焼き
菓子、蕎麦、りんご、
とん汁、お団子、雑
貨､小物、切り花・
苗木、ﾊﾁﾐﾂ、等

ボランティア活

動展示

展 示

（手話通訳、要約筆記、

ヒアリングループあり）

入場無料！

折り紙、ｸﾗﾌﾄ、昔
あそび体験、要約
筆記、ちくちく
（手芸）、ﾊﾞﾙｰﾝｱｰ
ﾄ、ｼﾙﾊﾞｰﾘﾊﾋﾞﾘ体
操等

実演・体験

野田市中央公民館講堂にて野田市立岩木小学校ご協力による吹奏楽の披露もあります。お楽しみに！



じょいんとは「野田市手をつなぐ親の会」と共催で
年に３回実施している、知的障がいのある方とボラン
ティアの集いです。秋は屋内レクリエーションを行い
ます。知的障がいのある方とペアを組んでいただき、
見守りやサポートをお願いします。共に軽スポーツを
楽しみましょう。きっと素敵な笑顔に出会える 1 日に
なりますよ。皆さんの参加をお待ちしています。

ボランティアの皆さ～ん！まだまだ募集しています！

日 時・・１１月２４日（土）  

１３時から１６時

場 所・・野田市勤労青少年ホーム体育室

内 容・・大玉ころがし、玉入れ、スプーン

レース、よさこいソーラン、

魚釣りゲーム、ニュースポーツなど

  ★動きやすい服装、上履き持参でね！
運動会と言えば玉入れ！ 輪になってレクダンス！

初めての方も大歓迎！参加しやすい内容です。

ボランティアデビューを“秋のじょいんと”で♪

皆様にお会いできることをセンター

一同楽しみにしております。沢山のお

申込みお待ちしております！

ボランティアサロン 参加者募集！

～ボランティア仲間をつくりませんか！

交流会＆バスハイク～

日 時：平成３１年１月２４日（木）

８時３０分出発 17 時１５分解散予定

行き先：楽しんでいただけるよう思案中です

参加費：１，０００円程度（昼食代）

その他：動きやすい服装でご参加ください

   寒さ対策もお願いします

ボランティアサロン…ボランティア登録のみなさんの交流

の場・情報交換の場として年に１回企画しております。

行き先は１月号で発表いたします
左記の日にちでボラサロンでご予定を入れ
ていただけたら幸いです♪

オール千葉でおもてなし

千葉県都市ボランティア募集！

東京２０２０オリンピック・パラリンピック

「東京２０２０大会を成功させたい」という熱意をお持ちの方！
またとない自国でのオリンピック・パラリンピック開催に関わりたい方！
千葉ならではの「おもてなし」で世界中の人々をお迎えしたい方！

応募期間：９月１２日（水）から１２月１０日（月）

応募方法：応募期間内に募集特設サイトから申し込み

http://wwwp.pref.chiba.lg.jp/volunteer2020/

千葉県の東京 2020 に向けた
都市ボランティア募集特設サイト

      で

千葉県 東京 2020 都市ボランティア

検索

【申込み・問合せ】

野田市ボランティアセンターまで

☎７１２４－３９３９



【申込み・問合せ】

野田市ボランティアセンターまで

☎７１２４－３９３９
◆◆◆ボランティア募集◆◆◆

◆◆◆イベント情報◆◆◆

記号説明 ▲高齢者施設 ■その他

定期ボラ ▲あずみ苑清水公園

デイサービス（柳沢新田庚申塚）

▲岩名長寿園デイサービス（岩名）

定期ボラ ▲ケアハウス野田（上三ケ尾）

定期ボラ

＊１4 時から 15 時

定期ボラ

・将棋の相手
水曜に活動できる方

・囲碁の相手
活動曜日は応相談

＊１４時から１６時の間で１時間程度

＊１３時から１５時の間で１時間程度

・将棋の相手
火曜、木曜、土曜のいずれか活動できる方

・麻雀の相手
火曜、土曜のどちらか活動できる方

・囲碁の相手
火曜、木曜のどちらか活動できる方

・洗濯の補助

特別養護老人ホームすばる内の洗
濯室で、洗濯物を洗濯機にセット、
乾燥機セットをお願いします。乾燥
機終了後畳んでいただくまでをお
願いします。

＊月曜から土曜で応相談

＊１０時から１２時の間で応相談

定期ボラ ■キッコーマン総合病院（宮崎）

来院された方の案内
受付機械操作のお手伝いなど

＊月曜から金曜で応相談

＊８時３０分から１１時の間で応相談

■学習支援「ひまわり学習会」（中野台）

学習環境に恵まれない子どもたちの学習支援
をしているボランティアグループです。説明会
を行っています。

＊毎月第２土曜 １６時から(40 分)
＊欅のホール(４階)研修室

連絡先：学習支援ボランティア
☎7129-2438（佐々木）

落語を楽しもう

特別出演
   山遊亭金太郎 師匠

ぜひ、ご来場ください。

～笑 紫 会 発表会～

日 時：１２月１５日（土）
１２時３０分 開演 １７時 終演予定

会 場：中央公民館 １階 講堂
入場料：無料
問合せ：☎7123－0171(小野寺)

公演で日本中を駆け回り、どの会場も超満員。
大人気のおはなしおばさん藤田浩子さんをお招
きし、じっくりと語っていただきます。

おはなしグループ「ゆう」・野田市立南・北図書館共催

藤田浩子さんの語りを楽しむ会

日 時：平成３１年１月１２日（土）
会 場：野田市南コミュニティセンター

第１集会室
入場料：無料（小さなお子様はご遠慮ください）

第１部 １０時から１１時１０分
定員５０名

「おはなしおばさんの語りを楽しむ会」
第２部 １１時２０分から１２時３０分

定員３０名
「おはなしボランティア実演と交流会」

申込受付は１２月９日（日）から
申込み・問合せは野田市立南図書館
☎７１２５－７９８１まで。託児あり。要申込

日ごろの落語稽古の成果を発表いたします

定期ボラ

・お習字の指導
出来れば月曜日
場所は地域交流センター(施設敷地内)
職員が補助に入ります。

▲特別養護老人ホームすばる(上三ヶ尾）



お邪魔しました

日にち 時 間 場 所

１１/１０（土） ９：３０～１１：３０ 岩木幼稚園

１１/１１（日） ９：３０～１２：００ 谷吉子ども館

１１/１２（月） ９：３０～１２：００ 野田公民館

１１/２０（火） １０：００～１２：００ 聖華未来のこども園

１１/２５（日） ９：３０～１２：００ 総合福祉会館

１１/２７（火） ９：３０～１２：００ 南部梅郷公民館

１２/ ２（日） ９：３０～１２：００ 関宿中央公民館

１２/ ９（日） ９：３０～１２：００ 谷吉子ども館

１２/１０（月） １３：３０～１６：００ 野田公民館

１２/１３（木） １０：００～１２：００ 聖華未来のこども園

                          

                          

                          

                          

活動中
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ボランティアセンターでは、ボランティアグループのご協力の
もと、福祉教育の授業のお手伝いをしております。今回は、視覚障
がい者の中村和子さんの講話と点字体験の授業にお邪魔しまし
た。視覚障がい者の中村さんは、盲導犬のグリと一緒に来られ、日
常生活での工夫や自身の体験談などを話してくださいました。

音
で
知
ら
せ
る
道
具

おもちゃ病院 野田開院のお知らせ

お問い合せ

野田市ボランティアセンター☎7124‐3939

おもちゃ病院 野田 久保 ☎7120－1228

～新・ボランティアグループのご紹介～

音楽演奏で施設訪問している団体です。

高齢者施設、自治会、シルバーサロンなど

訪問いたします。

「遊 and 愛２１」

―年末年始お休みのお知らせー
平成３０年１２月２９日(土)から

平成３１年１月３日(木)

音楽演奏で施設訪問している団体です。

主に J－POP や歌謡曲を中心に演奏して

います。

「Nasso&Hoime」
ナッソー アンド ほいみい

―臨 時 休 館―
平成３０年１１月２６日(月)

害虫防除のためお休みさせていただきます。

まずは体育館で中村さんの講話から始まりました。「今日はどれだけの方が集まってるのかしら？

拍手で教えて。」と中村さん。拍手で応えると、「視覚障がい者にとって音はとても大事なの。生活用

品も音で教えてくれる機能がついたものがたくさんあります。町で困っている視覚障がい者の方を

見かけたら、名乗り、お手伝いが必要か？尋ねてください。音（声）で情報を知らせてください。」

と、接し方を教えてくれました。「知らない人に声をかけるのは、勇気がいるかも。でもね、こころ

の方程式『やさしさ×やさしさ＝勇気』を胸に、勇気をだして声をかけてみてください。視力は失っ

たけれど、人の心の優しさが見えるようになりました。みなさんに支えられています。」と話されて

いました。

子どもたちも熱心に話を聞き、講話後の質問タイムでは、お金の見分け方、時間の見分け方、料理

の仕方、盲導犬のことなど質問もたくさん出て、積極的に授業に参加していました。

コミュニケーションが取れたことをとても喜び、点字の大切さを身をもって体験できた授業でし

た。

中村さんは、ご自身の障がいを受け入れるという事に葛藤があったことを話されていました。そ

の体験から「困難にあたってもポジティブに乗り越えて。困難も前向きに捉えるよう意識を変えて

みて。」と話されていたことが印象に残りました。また「障がい者の方を見かけたら、視線ではなく

眼差しをむけてください。」と優しく語ってくださいました。

講話のあとは各教室で視覚障がい者のための文字（点字）について「点訳の会」に教えていただく授業でした。事前に、

身の回りで点字が付いているものを調べてくるように宿題がでていました。宿題で、リモコン、電化製品、お酒など生活

用品に点字がついていた事を発見し、子どもたちは驚いていました。「点字は視覚障がい者の文字であり、情報として大

事なものです。点字がどのような方に必要なのか、まずは知ってください。」と、点訳の会のお話しでした。授業の後半

には点字器で自分の名前を打ち、打ったものを中村さんに読んでいただきました。名前を呼ばれた子どもたちは点字で

寒くなってまいりました。
風邪などひかないよう

ご自愛ください。


